
生成AI時代の学習評価を考える
－ 生成AIへの「丸投げ」を防ぎ、

学びを評価するための実践的アプローチとは －

ChatGPT等の急速な普及により、大学教育は大きな転換期を迎えています。本学では
2025年11月に「龍谷大学における生成AIの活用に関する学生向けガイドライン」を策定し
ましたが、現場では「思考のアウトソーシング（丸投げ）」による学修の質低下の懸念や不
正利用への対応をはじめ、AI利用を前提とした評価方法の確立が喫緊の課題となっています。

本研修会では、AI教育研究の第一線で活躍される宮崎大学の中村大輝先生をお招きし、最
新の活用事例やAI時代の評価のあり方についてご講演いただきます。

Ryukoku FD

開催方法 オンライン（ZOOM）
対 象 本学教職員 および 本学大学院生 ※プレFDとしての実施も兼ねています

日 時 2026 年 1 月 27 日（火）15:15 ～ 16:45

講 師 中村 大輝 氏 / 宮崎大学 教育学部 講師

【講師略歴】
中村 大輝 氏（宮崎大学教育学部講師）
博士（教育学）。広島大学大学院教育学研究科博士課程後期修了。
専門は科学教育、理科教育、教育心理学。特に科学的探究を通した
思考力の育成や、現代的な教育測定法の開発に関する研究に取り組
んでいる。
主著として『生成AIで進化する理科教育―導入から実践までの完全
ガイド―』（東洋館出版社、2024年）、『心理学・教育学研究のた
めの効果量入門：Rを用いた実践的理解』（北大路書房、2024年）、
『理科重要用語事典』（明治図書、2025年）など。

申込方法： 左のQRコードまたは以下URLからお申込みください。

申込期限： 2026年1月23日（金）
https://forms.office.com/r/zqt4amQ0cF

問い合わせ先
学修支援・教育開発センター dche@ad.ryukoku.ac.jp

https://forms.office.com/r/zqt4amQ0cF
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